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妊娠している方は、服用しないでください。
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妊娠している方は、服用しないでください。

あやまって多く飲んだ場合は、主治医又は薬剤師にご相談
ください。

包装（PTP）シートからお薬を取り出し、飲むときは水又は
ぬるま湯といっしょに飲んでください。

服用中に妊娠したと考えられる場合は、直ちに服用を中止し主治医にご相談ください。
妊娠する可能性のある方は、主治医にご相談ください。服用前に妊娠検査を受け、
結果が陰性であっても必ず服用期間中と最後の服用から2週間は避妊してください。
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妊婦、妊娠している可能性のある女性又は授乳婦［電子添文9.5、9.6参照］
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[高カルシウム血症、高マグネシウム血症、妊婦・授乳婦に関するご注意]

次の薬剤を併用される場合は高カルシウム血症、高マグネシウム血症、ミルク・アルカリ症候群（高カ
ルシウム血症、高窒素血症、アルカローシス等）があらわれるおそれがあるため、特にご注意ください。

等

注意すべき症状

頭痛  等

本剤服用後、以下の症状が認められた場合は、血清カルシウム値等を測定するために来院して
いただくようご指導ください。

カルシウム、ビタミンDおよびマグネシウムに関しては、これらの成分を含むサプリメ
ントの併用並びにマグネシウムについては市販されているマグネシウム製剤の併用
もそれぞれご注意ください。これらを服用される場合は医師又は薬剤師に相談されるよう患者さん
にご指導ください。

高カルシウム血症 高マグネシウム血症、ミルク・アルカリ症候群
カルシウム製剤
（乳酸カルシウム、炭酸カルシウム等）
ビタミンDおよびその誘導体
（アルファカルシドール、カルシトリオール等）
PTH製剤（テリパラチド等）、
PTHrP製剤（アバロパラチド酢酸塩）

マグネシウムを含有する製剤
（酸化マグネシウム、炭酸マグネシウム等）
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血液中のカルシウム増加や尿中のカルシウム増加があります。

〈いらいらする〉

〈吐き気がする〉 〈食欲がおちる〉 〈頭痛〉

〈口がかわく〉 〈ぼーっとする〉 〈からだがだるい〉

このお薬の主な副作用

血液検査や尿検査等を行うことがあります。
定期受診へのご協力のお願い

服用後に次のような症状があらわれた場合には、主治医にご相談ください。
注意いただきたい症状

以下のお薬の服用については主治医又は薬剤師にご相談ください。
　カルシウムやビタミンDを含むサプリメント
上記の副作用（高カルシウム血症や尿路結石の悪化）があらわれやすくなります。
　マグネシウムを含むお薬（市販されている一部の便秘薬等を含む）やサプリメント
高マグネシウム血症やミルク・アルカリ症候群（高カルシウム血症、高窒素血症、
アルカローシス等）があらわれるおそれがあります。

一緒に服用する際にご注意いただきたいお薬

以下に該当する方は服用する前に主治医又は薬剤師にお知らせください。
服用に際し特に注意する必要がある方

・ 腎機能障害と診断された方
・ 悪性腫瘍と診断された方
・ 原発性副甲状腺機能亢進症と診断
　された方
（高カルシウム血症になるおそれが
あります）

・ 尿路結石と診断された方
・ 尿路結石になったことがある方
（高カルシウム尿症により、尿路結石
が悪化するおそれがあります）
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